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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段
　
石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

ナ
カ
デ
に
し
て
無
条
件
で
仕

留
め
ま
す
。

（
　
分
で
二
、
三
段
以
上
）

１０し
て
課
税
内
部
事
務
は
円
滑

に
実
施
で
き
る
の
か
」
と
の

危
惧
は
拭
え
な
い
▼
具
体
的

な
数
値
も
示
さ
ず
、「
局
ご

と
に
署
別
の
事
務
量
を
積
算

し
、
こ
れ
に
応
じ
て
適
切
に

人
数
を
配
置
」し
た
も
の
で
、

「
各
署
の
お
か
れ
る
状
況
を

反
映
し
、
画
一
的
な
配
置
割

合
と
は
な
ら
な
い
」
と
言
い

放
っ
た
▼
「
調
査
事
務
量
は

ど
う
な
る
の
か
」
の
疑
問
に

は
、「
事
務
年
度
開
始
後
、
各

署
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

即
し
策
定
す
る
」「
現
時
点
で

具
体
的
な
調
査
事
務
量
を
算

出
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
門

前
払
い
し
た
▼
「
内
部
事
務

に
必
要
な
事
務
量
を
確
保

し
、
残
っ
た
事
務
量
を
調
査

に
充
て
る
」
と
つ
け
加
え
る

が
、
内
部
事
務
崩
壊
寸
前
の

現
状
が
改
善
さ
れ
る
保
証
は

全
く
な
い
。

一
元
化
後
の

課
税
内
部
担

当
者
数
が
署

別
に
伝
達
さ

れ
た
。「
こ
の

陣
容
で
果
た

反「
貧
困
・
失
業
」で
共
同
広
げ
よ
う

「
賃
下
げ
の
悪
循
環
」招
く

　
5
月
　
日
、
政
府
は
国
家
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公
務
員
の
6
月
期
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
一
部
を
暫
定
的

に
「
凍
結
」
す
る
給
与
法
一

部
「
改
正
」
案
を
閣
議
決
定

し
、
国
会
に
提
出
し
ま
し

た
。
　
国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

公
務
員
の
暮
ら
し
を
直
撃
す

る
ば
か
り
か
、
民
間
の
賃
金

に
も
否
定
的
影
響
を
与
え
、

公
務
・
民
間
の
「
賃
下
げ
の

悪
循
環
」
を
招
く
今
夏
の
一

時
金
の
減
額
に
反
対
し
、
そ

の
十
分
か
つ
慎
重
な
議
論
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
補
正
予
算
案
の

審
議
と
同
様
（
衆
議
院
は
わ

ず
か
6
日
間
の
審
議
で
採
決

し
て
参
議
院
に
送
付
）、
給

与
法
「
改
正
」
案
を
５
月
末

ま
で
に
成
立
さ
せ
る
た
め
、

ま
と
も
な
審
議
が
行
わ
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
財
務
省
は
、「
凍
結
」
に
よ

り
人
件
費
が
約
7
4
0
億
円

削
減
で
き
る
と
発
表
し
て
い

ま
す
が
、
地
方
公
務
員
や
国

家
公
務
員
に
準
拠
す
る
層
へ

の
波
及
を
考
え
れ
ば
数
千
億

円
規
模
と
な
り
、
こ
れ
が
消

費
マ
イ
ン
ド
の
大
幅
な
低
下

を
招
く
こ
と
は
必
至
で
す
。

　
国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

法
案
阻
止
の
た
た
か
い
の
一

環
と
し
て
、　
日
か
ら
国
会

20

前
座
り
こ
み
行
動
を
開
始

し
、
衆
参
両
院
の
国
会
議
員

に
対
す
る
要
請
を
波
状
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、「
貧
困
と
格

差
」
解
消
、
最
低
賃
金
の
引

き
上
げ
な
ど
全
て
の
労
働
者

の
賃
金
底
上
げ
に
向
け
た
運

動
と
共
同
し
、
一
時
金
「
凍

結
」
阻
止
の
た
た
か
い
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
夏
の
人
事
院

勧
告
に
向
け
た
取
り
組
み
を

通
じ
、
劣
悪
な
実
態
に
お
か

れ
て
い
る
非
正
規
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
5
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た

11

東
京
局
宿
舎
委
員
会
に
突

然
、
本
府
省
職
員
以
外
は
　23

区
内
の
宿
舎
か
ら
追
い
出
す

と
い
う
驚
く
べ
き
内
容
の

「
３
月
　
日
付
財
務
省
理
財

23

局
通
達
」
が
配
布
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
内
容
（
要
旨
）
は

次
の
通
り
で
す
。

　
＊
 　
＊
　
＊
　
＊

　
　
区
内
の
合
同
・
省
庁
別

23
宿
舎
は
、
国
の
事
務
又
は
事

業
の
運
営
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
貸
与
す
る
こ
と

を
徹
底
す
る
た
め
、
当
分
の

間
、
次
の
通
り
取
り
扱
う
。

①
　
原
則
と
し
て
、
本
府
省

の
職
員
に
貸
与
。

②
　
本
府
省
以
外
の
職
員
に

対
し
、
原
則
と
し
て
、　
区
23

内
に
所
在
す
る
宿
舎
を
新
た

に
貸
与
し
な
い
も
の
と
す

る
。（
略
）
な
お
、
現
に
　
区
23

内
の
宿
舎
に
居
住
し
て
い
る

職
員
の
う
ち
、　
区
内
に
居

23

住
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ

な
い
職
員
に
つ
い
て
は
、
人

事
異
動
等
の
機
会
を
捉
え
　23

区
外
に
振
り
替
え
る
。

③
　
本
府
省
以
外
の
職
員
の

う
ち
　
区
外
の
独
身
用
の
宿

23

舎
を
貸
与
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
当
該
者
か
ら

平
成
　
年
４
月
末
ま
で
に
貸

21

与
の
申
請
が
な
さ
れ
た
時
に

限
り
、
各
官
署
が
管
理
す
る

　
区
内
の
独
身
用
の
省
庁
別

23宿
舎
を
貸
与
す
る
。

　
＊
 　
＊
　
＊
　
＊

　
こ
れ
ま
で
、「
国
有
財
産

の
有
効
活
用
に
関
す
る
検

討
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
有
識

者
会
議
」
主
導
で
、　
区
内

23

の
宿
舎
３
６
０
箇
所
・
約
２

万
２
千
戸
（
平
成
　
年
1
月

18

現
在
）
を
平
成
　
年
度
ま
で

27

に
１
１
２
箇
所
・
約
１
万
５

千
戸
に
減
少
す
る
計
画
が
強

引
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
基
本
方
針
の
下
、
人

事
権
も
濫
用
し
、
本
府
省
勤

務
者
以
外
の
職
員
を
　
区
内

23

か
ら
追
い
出
す
通
達
で
あ
る

こ
と
は
明
白
で
す
。

　
こ
の
情
報
を
知
っ
た
職
員

か
ら
は
、「
冗
談
じ
ゃ
な
い
、

本
省
以
外
の
職
員
は
モ
ノ
扱

い
な
の
か
」
等
々
怒
り
の
声

が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　
到
底
承
服
で
き
な
い
今
回

の
取
り
扱
い
の
撤
回
を
求

め
、
東
京
地
連
と
本
部
は
、

理
財
局
や
当
局
追
及
を
行
っ

て
い
ま
す
。

第80回

メーデー

　「
な
く
せ
失
業
と
貧
困
」を

メ
ー
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
か

れ
た
第
　
回
中
央
メ
ー

80

デ
ー
。
会
場
に
は
、「
構
造

改
革
に
怒
！
」「
貧
乏
人
は
戦

争
に
行
け
と
言
う
の
か
！
」

「
太
郎
・
一
郎
　
根
っ
こ
は
同

じ
　
こ
ん
な
政
治
は
Ｃ
Ｈ
Ｅ

Ｎ
Ｇ
Ｅ
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー

ド
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
税
組
合
員
は
、「
変

え
る
ぞ
　
大
企
業
中
心
の
社

会
」
の
横
断
幕
を
先
頭
に
意

気
高
く
行
進
し
ま
し
た
。

　
５
月
　
日
、
国
税
庁
は

13

「
内
部
事
務
一
元
化
全
署
実

施
後
、
課
税
内
部
に
配
置
さ

れ
る
署
別
の
課
税
内
部
事
務

担
当
者
数
」
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
（
表
１
）。

　
こ
れ
を
、
現
在
の
課
税
内

部
の
実
員
と
比
較
し
た
場

合
、
個
人
課
税
が
約
４
割

減
、
法
人
課
税
は
５
割
減
に

な
る
こ
と
が
見
通
せ
ま
す

（
表
２
）。

　
あ
わ
せ
て
、「
身
上
申
告

書
の
希
望
の
変
更
等
が
あ
る

場
合
、
速
や
か
に
変
更
届
を

提
出
せ
よ
」
と
伝
達
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
の
定
期
異
動
は
、
一

元
化
の
強
行
実
施
で
か
つ
て

な
い
規
模
に
な
り
ま
す
。

　
当
局
は
、「
身
申
記
載
内

容
は
尊
重
・
配
慮
す
る
が
、

人
事
配
置
は
あ
く
ま
で
も
公

務
の
要
請
に
基
づ
き
行
う
」

と
強
調
し
て
お
り
、
一
元
化

担
当
へ
の
強
制
的
な
配
置
を

行
わ
な
い
保
障
は
ど
こ
に
も

あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
本
人
の
希
望

を
徹
底
尊
重
す
る
よ
う
当
局

を
追
及
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
①
6
月
上
旬

ま
で
に
「
内
内
示
」
を
行
い
、

本
人
の
希
望
・
意
向
等
を
丁

寧
に
聴
取
す
る
こ
と
、
②
聴

取
後
、
再
度
「
内
示
」
し
、

本
人
の
意
向
を
尊
重
し
た
人

事
配
置
に
万
全
を
尽
く
す
よ

う
求
め
て
い
き
ま
す
。

人事権濫用し宿舎から追い出し図る 給
与
法
成
立
阻
止
へ
　国
会
に
波
状
行
動

一時金
「凍結」

一元化強行でかつてない異動規模に

希望尊重のため「内内示」を
一
元
化
へ
の
強
制
的
配
置
N
O
!

本省以外は23区内に住むな
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時
短
の
メ
リ
ッ
ト
は

【
北
海
道
・
旭
川
東
】

　
４
月
か
ら
勤
務
時
間
が

　
分
短
縮
と
な
り
ま
し
た

15が
、
同
時
に
一
日
休
暇
を

時
間
給
に
崩
す
と
７
時
間

　
分
と
な
り
ま
し
た
。
と

45こ
ろ
が
、
今
ま
で
の
０
・
５

日
休
暇
取
得
方
法
が
で
き

な
く
な
り
、
こ
れ
か
ら
は

１
時
間
単
位
で
し
か
取
得

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め

４
回
１
日
休
を
時
間
休
に

崩
さ
な
い
と
分
単
位
の
休

暇
は
捨
て
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
病
気
休
暇
が
分
単
位

で
取
得
可
能
な
の
に
、
年

次
有
給
休
暇
が
時
間
単
位

し
か
取
得
で
き
な
い
の
は

制
度
的
に
変
で
す
。
職
場

か
ら
は
、「
午
前
中
の
休
暇

を
取
ろ
う
と
し
た
ら
四
時

間
の
申
請
を
求
め
ら
れ

た
。　
分
の
ム
ダ
に
な
る

15

と
言
っ
た
ら
１
時
　
分
ま

15

で
休
暇
申
請
せ
よ
と
言
わ

れ
た
」
と
憤
慨
す
る
職
員

の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
ま
っ
た
く
お
か
し
な

制
度
で
す
。

少
し
息
き
抜
き
 

　
　
だ
い
ぶ
た
め
息
 

【
東
京
・
中
支
部
】 

　
年
金
時
代

（「
青
春
時
代
」
替
え
歌
） 

退
職
ま
で
の
半
年
で
／
答

え
を
出
せ
と
言
う
け
れ
ど
 

／
加
入
期
間
が
短
く
て
 

／
年
金
貰
え
る
ア
テ
が
な
い
 

 年
金
暮
ら
し
が
夢
な
ん
て
 

／
現
役
時
代
の
甘
い
夢
／

年
金
時
代
の
入
り
口
は
／

先
の
見
え
な
い
こ
と
ば
か

り
 

か
ら
だ
は
も
は
や
あ
の
頃

の
／
盛
り
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
て
よ
／
胃
腸
に
肝
臓

ガ
タ
ガ
タ
で
／
お
ま
け
に

糖
尿
　
　
肩
 

50

 年
金
暮
ら
し
が
夢
な
ん
て

／
現
役
時
代
の
甘
い
夢
／

年
金
暮
ら
し
の
真
ん
中
は

／
医
者
に
通
っ
て
い
る
ば

か
り

年
金
時
代
を
よ
く
し
た
い

／
誰
で
も
み
ん
な
が
願
う

こ
と
／
年
金
時
代
を
笑
う

た
め
／
今
は
み
ん
な
で
が

ん
ば
ろ
う
 

作
者
・
年
金
者
組
合
 

足
立
支
部
　
山
野
三
郎
氏

確
申
期
の
総
仕
上
げ

【
近
畿
地
連
】

　
春
、
桜
の
季
節
は
期
限

内
納
付
で
き
な
か
っ
た
納

税
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
期
間

で
す
。
そ
れ
が
大
変
な
作

業
な
の
で
す
。
何
百
件
も

の
郵
送
用
の
Ａ
４
納
付
書

は
全
て
手
作
業
で
出
力
で

す
。
郵
送
後
に
は
、「
納
付

書
を
貰
っ
て
い
な
い
」「
な

ん
で
延
滞
税
が
か
か
る
の

か
」
等
々
の
電
話
が
殺
到

し
ま
す
。「
も
う
電
話
を

取
り
た
く
な
い
」
憂
鬱
な

日
々
が
続
き
ま
す
。

　
　（
管
理
徴
収
部
門
発
）

僕
ら
の
言
い
た
い

　
　
　
放
題
集
よ
り

【
東
京
地
連
】

　
打
ち
合
わ
せ
資
料
や
事

務
処
理
手
順
要
領
が
い
ろ

い
ろ
配
布
さ
れ
る
け
ど
、

と
て
も
読
ん
で
る
暇
は
な

い
。
家
で
読
も
う
と
思
っ

て
も
、「
行
政
文
書
の
持
ち

出
し
」
に
あ
た
る
か
ら
上

司
の
決
裁
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
し

…
。
か
と
い
っ
て
そ
こ
ま

で
の
気
力
は
残
っ
て
な
い

し
。
余
裕
が
ほ
し
い
。
ゆ

と
り
の
持
て
る
処
理
手
順

と
い
う
の
も
。（
専
　
男
）
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〈
解
答
〉黒
１
を
決
め
て
か
ら

３
と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白

４
に
黒
５
、
７
で
白
死
で

す
。
黒
１
で
５
は
白
イ
で
失

敗
。
黒
１
で
３
も
白
イ
で
失

敗
で
す
。

（７は５のところ）
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　全国税研中央推進委員会が編集した「税金
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　本書は、三木義一・立命館大学教授の講演
「日本の最近の税金問題を考える」、長谷川前
本部書記長の特別報告「e-Tax急拡大の問題
点」、さらに税制一般・暮らしと税金・税務行政
分科会のまとめや各種資料も収録。
※お申込みは、全国税本部・地連、組合員まで。

育児休業

育児時間

保育時問

育児･介護を行
う職員の早出遅
出勤務
育児・介護を行
う職員の超勤制
限

子の看護休暇

介護休暇

配偶者の出産休
暇

男性職員の育児
参加のための休
暇

子どもが３歳に達する日（３歳誕生日の前
日）までの間で希望する期間休業できる。
子どもが小学校就学前までの間で希望す
る期間の始めまたは終わりに１日２時間
を超えない範囲で、30分単位で取れる。
子どもが１歳の誕生日の前日までの期間。
勤務時間内に１日30分以内２回取れる。
１日の勤務時間のどこで取るかは自由。
２回（60分以内）まとめて取ることも可能。
非常勤職員も取れる。（無給）
小学校就学前の子の育児・介護を行う職員
が、府省があらかじめ設定した早出遅出勤
務用の時間設定の中から選択できる。
小学校就学前の子の育児・介護を行う職員
が１回に請求できる「超過勤務免除」の期
間の上限は１年以内の期間で１年又１年
以内で月を単位として必要な期間を請求。
要件を満たす限り繰り返し請求可。
学校就学前の子どもの看護をする場合、職
員１入につき５日間（日または時間単位
で）取れる。非常勤職員も取れる。（無給）
６ヶ月の範囲内で、日・時間単位（連続・
断続いづれも可）１時間単位の場合は、１
日４時間以内。
妻が出産のために入院する日から産後２
週間までの期間で、２日間（日または時間
単位で）取れる。
妻の産前産後の期間に、出産に係る子また
は上の子（小学校就学前）の養育のため５
日間（日または時間単位で）取れる。

「育児休業承認
請求書」に記入。
「育児休業承認
請求書」に記入。

「特別休暇簿」に
一括して記入。

「旱出遅出勤務
請求書」に記入。
予め請求。
過勤務制限請求
書」記入。前日
までに提出。

「特別休暇薄に
記入」。

「介護休暇薄に
記 入」。予 め 請
求。
「特別休暇薄に
記入」。

「特別休暇薄に
記入」。

　育児・介護制度を利用し、いきいき働き続けよう
　　　　どんな休暇があるの？　　　　　　　　　取り方は?

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ななななななななななななななななななななな
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働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
ききききききききききききききききききききき

み
ん
な
で
変
え
よ
う
働
き
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

　
私
た
ち
の
職
場
に
は
、
妊
娠
中
の
人
や
育
児
・
介
護
を
し
て
い
る
人
、
あ
る
い
は
病
弱

な
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
勤
職
員
も
含
め
、
家
庭
的

責
任
の
多
く
を
負
担
し
て
い
る
職
員
、
と
り
わ
け
女
性
が
い
き
い
き
と
働
け
る
職
場
に

な
れ
ば
、
す
べ
て
の
職
員
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
母
性
保
護
の
権
利
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
の
た
め
の
制
度
を
理

解
し
合
い
、
お
互
い
を
尊
重
し
気
持
よ
く
権
利
が
行
使
で
き
る
職
場
に
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　
別
掲
の
よ
う
に
、「
女
性

差
別
撤
廃
条
約
」
で
は
、
母

性
保
護
の
重
要
性
を
う
た

い
、
そ
の
保
護
を
義
務
付
け

て
い
ま
す
。

　
労
働
過
重
に
よ
り
母
性
機

能
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
一
定
の
労
働
制
限

を
権
利
と
し
て
保
護
し
て
お

り
、
お
互
い
の
差
を
認
め

合
っ
て
こ
そ
男
女
平
等
と
い

え
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
理
休
暇
ひ
と

つ
み
て
も
、「
毎
月
と
っ
て

い
る
…
3
％
」「
時
ど
き
と
っ

て
い
る
…
　
％
」、「
と
っ
て

16

い
な
い
…
　
％
」「
有
給
休
暇

76

で
と
っ
て
い
る
…
4
％
」（
国

公
労
連
・「
母
性
保
護
実
態
調

査
」）
と
い
う
状
況
で
す
。　

　
年
齢
や
苦
痛
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
休
養
を
と
り
、
安

静
に
過
ご
す
こ
と
が
母
性
保

護
に
と
っ
て
大
切
で
す
。
先

輩
た
ち
が
勝
ち
と
っ
て
き
た

健
康
で
働
き
続
け
る
た
め
の

権
利
で
あ
り
、
有
効
に
使
う

こ
と
が
大
事
で
す
（
取
得
に

は
診
断
書
等
特
別
な
証
明
は

必
要
な
く
、
本
人
の
申
し
出

に
よ
り
毎
潮
２
歴
日
と
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
、
他
の
病
気

と
区
別
す
る
た
め
、
病
気
休

暇
理
由
欄
に
生
理
休
暇
の
た

め
の
休
暇
と
明
記
す
る
こ
と

で
す
）。

　
こ
の
ほ
か
、
母
性
保
護
の

た
め
の
権
利
は
、
①
産
前
休

暇
（
６
週
間
）、
産
後
休
暇

（
８
週
間
）、
②
妊
娠
中
の
通

勤
緩
和
（
１
日
１
時
間
の
範

囲
）、
③
妊
娠
中
の
補
食
・
休

憩
、
妊
産
婦
の
深
夜
・
時
間

外
勤
務
の
制
限
、
業
務
軽
減

等
、
健
康
診
査
・
保
健
指
導

等
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
制
度
を
「
絵
に

描
い
た
モ
チ
」
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。

みんなで考えたい

健
康
で
働
き
つ
づ
け
る
た
め
に

女も男も、男も女も

　「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
」

の
声
を
大
き
く
響
か
せ
、　09

年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
・
東
京
―
広
島
コ
ー
ス

が
６
日
ス
タ
ー
ト
。　
日
静

19

岡
県
、　
日
愛
知
県
へ
。

31

ゴ
ー
ル
の
港
区
役
所（
写
真
上
）、
川
崎
市
役

所
前
の
組
合
員
と
Ｏ
Ｂ
（
下
）

働
く
者
の
権
利
を
行
使
し
て

女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形

態
の
差
別
の
撤
廃
に
関
す
る

条
約

第
４
条
２

　
締
結
国
が
母
性
を
保
護
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
特
別

措
置
を
取
る
こ
と
は
、
差
別

と
は
解
し
て
な
ら
な
い
。

　
　（
１
９
８
１
年
発
効
）




